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告

二
九
一

亜
細
亜
大
学
非
常
勤
講
師　

淵
脇　

千
寿
保

（
第
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
日（
土
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
六
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

（
判
例
研
究
）同
一
の
被
害
者
に
対
し
一
定
の
期
間
内
に
反
復
累
行
さ

れ
た
一
連
の
暴
行
に
よ
っ
て
種
々
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
事
実
に
つ
い

て
包
括
一
罪
と
さ
れ
、
包
括
一
罪
を
構
成
す
る
一
連
の
暴
行
に
よ
る

傷
害
に
つ
い
て
訴
因
の
特
定
に
欠
け
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
た
事
例

（
最
決
平
成
二
十
六
年
三
月
十
七
日
刑
集
六
八
巻
三
号
三
六
八
頁
）

弁
護
士　

立
石　

有
作

（
第
三
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
六
日（
水
）午
後
二
時
四
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
四
六
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

刑
法
に
お
け
る
主
体
性韓

国
・
中
央
大
学
校
名
誉
教
授　

朴　
　

貞
根

（
第
四
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
日（
金
）午
後
五
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
六
三
講
堂

平
成
二
十
七
年
度
・
二
十
八
年
度
研
究
会
報
告

法
学
研
究
所

憲
法
・
行
政
法
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
二
日（
木
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
五
六
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

「
国
民
の
司
法
参
加
」（
第
八
一
回
日
本
公
法
学
会
部
会
報
告
プ
レ
報

告
）

准
教
授　

柳
瀬　
　

昇

刑
事
法
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
九
日（
土
）午
後
三
時
か
ら

一
、
法
学
部（
三
号
館
）　

三
二
六
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

（
判
例
研
究
）組
織
的
犯
罪
に
お
け
る
「
団
体
」「
組
織
」
の
意
味　

（
岡
本
倶
楽
部
事
件
）│
最
決
平
成
二
十
七
年
九
月
十
五
日（
刑
集

六
九
巻
六
号
二
七
一
頁
）



二
九
二

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

過
失
犯
の
事
実
認
定
│
最
判
平
成
二
十
八
年
三
月
十
八
日（
裁
判
所

時
報
一
六
四
八
号
四
頁
）│元

日
本
大
学
法
学
部
教
授　

船
山　

泰
範

民
事
法
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
一
十
月
二
十
日（
木
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
八
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

解
除
に
よ
る
原
状
回
復
と
目
的
物
の
減
失
損
傷
の
リ
ス
ク
配
分

│
売
主
の
契
約
不
適
合
責
任
と
買
主
の
リ
ス
ク
引
受
け
の
射
程
│

助
教　

野
中　

貴
弘

商
事
法
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
二
月
六
日（
土
）午
後
二
時
か
ら

一
、
法
学
部（
四
号
館
）　

第
四
会
議
室

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

（
判
例
研
究
）政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
出
席
者
の

人
数
分
を
越
え
て
購
入
し
た
こ
と
が
政
治
資
金
規
正
法
上
禁
止
さ
れ

る
寄
附
に
あ
た
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
例（
東
京
地
判
平
成
二
十
七
年

五
月
二
十
八
日
・
金
判
一
四
七
二
号
三
四
頁
）

洗
足
学
園
音
楽
大
学
非
常
勤
講
師　

田
上　

雄
大

（
第
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
二
月
六
日（
土
）午
後
二
時
か
ら

一
、
法
学
部（
四
号
館
）　

第
四
会
議
室

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

（
判
例
研
究
）公
認
会
計
士
試
験
に
は
合
格
し
て
い
た
が
、
実
務
が
終

了
し
て
お
ら
ず
、
税
理
士
登
録
し
て
い
な
い
者
が
、
税
理
士
の
補
助

業
務
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
て
い
た
場
合
、
労
基
法
三
八
条
の
三
所

定
の
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
例

│
レ
ガ
シ
ィ
ほ
か
一
社
事
件
│（
東
京
高
判
平
成
二
十
六
年
二
月

二
十
七
日
・
労
働
判
例
一
〇
八
六
号
五
頁
）

関
東
学
院
大
学
非
常
勤
講
師　

松
井　

丈
晴

経
営
法
学
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
九
日（
土
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

消
費
税
の
本
質
的
性
格
と
輸
出
還
付
金
制
度
・
軽
減
税
率
の
問
題
点
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二
九
三

元
静
岡
大
学
人
文
学
部
法
学
科
教
授
・
税
理
士　

湖
東　

京
至

（
第
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
四
月
十
六
日（
土
）午
後
三
時
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

法
の
究
極
性
等
の
基
本
的
な
問
題
点
と
税
法
等
の
体
系
性
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て

元
九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
教
授　

弓
削　

忠
史

（
第
三
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
四
月
十
六
日（
土
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

中
小
企
業
会
計
基
準
の
複
線
化
に
伴
う
公
正
処
理
基
準
の
再
検
討

大
東
文
化
大
学
経
営
学
部
教
授　

高
沢　

修
一

（
第
四
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
六
月
十
八
日（
土
）午
後
三
時
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

法
人
税
法
二
二
条
四
項
の
公
正
処
理
基
準
に
つ
い
て

│
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
事
件
を
題
材
と
し
て
│

大
東
文
化
大
学
経
営
学
部
非
常
勤
講
師　

本
村　

大
輔

（
第
五
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
六
月
十
八
日（
土
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

国
税
庁
「
税
務
調
査
手
続
き
に
関
す
る
Ｆ
Ａ
Ｑ
」
に
つ
い
て
の
検
討

教
授
・
税
理
士　

阿
部　

徳
幸

（
第
六
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
十
六
日（
土
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

日
本
の
居
住
福
祉
制
度
の
必
要
性
と
関
連
税
制
の
問
題
点
に
つ
い
て

一
級
建
築
士
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
推
進
機
構
・
理

事
長 

倉
田　
　

剛

（
第
七
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
四
日（
土
）午
後
三
時
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
四
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

日
本
国
憲
法
と
大
日
本
帝
国
憲
法（
明
治
憲
法
）の
比
較
に
お
け
る
税

務
調
査
の
分
析

税
理
士　

福
重　

利
夫



二
九
四

（
第
八
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
四
日（
土
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
四
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

不
公
平
税
制
の
是
正
に
よ
る
増
収
試
算

│
福
祉
と
ぜ
い
き
ん
二
八
号
を
題
材
と
し
て
│

税
理
士
・
税
制
経
営
研
究
所
副
所
長
・
不
公
正
な
税
制
を
た
だ

す
会
事
務
局
長 

荒
川　

俊
之

（
第
九
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
九
日（
土
）午
後
三
時
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
三
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

資
金
の
会
計
学　

│
財
産
の
確
定
申
告
│

税
理
士　

境　
　

鎭
治

（
第
十
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
九
日（
土
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
三
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

中
小
企
業
の
税
制
を
め
ぐ
る
論
点

白
鴎
大
学
名
誉
教
授
・（
一
社
）中
小
企
業
研
究
所
理
事
長

樋
口　

兼
次

（
第
十
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
一
日（
土
）午
後
三
時
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
四
二
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

英
国
所
得
税
法
の
現
状
お
よ
び
課
題

嘉
悦
大
学
経
営
経
済
学
部
専
任
講
師　

酒
井　

翔
子

（
第
十
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
一
日（
土
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
四
二
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

質
問
応
答
記
録
書
と
は
何
か

白
鴎
大
学
法
学
部
教
授
・
日
本
租
税
理
論
学
会
理
事
長

石
村　

耕
治

政
経
研
究
所

政
治
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日（
木
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
三
講
堂



事　

業　

報　

告

二
九
五

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

保
守
主
義
と
は
何
か

│
反
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
の
現
代
日
本
ま
で
│

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授　

宇
野　

重
規

（
第
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
十
四
日（
木
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
三
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

西
洋
政
治
思
想
を
通
史
的
に
叙
述
す
る
こ
と
の
今
日
的
意
義
と
限
界

と
新
た
な
可
能
性

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

堤
林　

剣

（
第
三
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
日（
金
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
九
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

現
代
政
治
哲
学
の
方
法
に
つ
い
て

関
西
大
学
政
策
創
造
学
部
准
教
授　

松
元　

雅
和

（
第
四
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
日（
火
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
九
二
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

集
合
論
か
ら
見
え
る
政
治
学
方
法
論
の
展
開
可
能
性

│
比
較
連
立
研
究
の
刷
新
に
お
い
て
考
え
る
│

上
智
大
学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
所
客
員
所
員　

新
川　

匠
郎

（
第
五
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
九
年
一
月
十
九
日（
木
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
二
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

「〈
政
治
的
な
も
の
〉
は
〈
社
会
的
な
も
の
〉
を
語
る
の
か
？
」

茨
城
大
学
人
文
学
部
准
教
授　

乙
部　

延
剛

経
済
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
二
月
五
日（
金
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
一
〇
号
館
）　

一
〇
六
二
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

T
ax,spend,and dem

ocracy indices in Japan

九
州
大
学
経
済
学
研
究
院　

瀧
本　

太
郎



二
九
六

公
共
政
策
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
九
日（
金
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
三
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

電
子
政
府
の
現
状
と
課
題

前
総
務
省
行
政
管
理
局
長　

上
村　
　

進

（
第
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日（
木
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
二
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
実
践
に
つ
い

て

首
都
大
学
東
京
准
教
授
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー

ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
副
代
表
理
事

室
田　

信
一

政
経
研
究
所
共
同
研
究
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
日（
土
）午
後
一
時
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
二
四
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
熟
議
民
主
主
義
」

名
古
屋
大
学
法
学
部
教
授　

田
村　

哲
樹

（
第
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
日（
土
）午
後
二
時
四
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
二
四
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

関
係
性
の
憲
法
理
論

│
結
社
の
自
由
と
社
会
関
係
資
本

白
鴎
大
学
法
科
大
学
院
教
授　

岡
田　

順
太

（
第
三
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
日（
土
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
二
四
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

社
会
関
係
資
本
の
計
測

│
時
間
を
代
理
変
数
と
し
た
検
証
│

東
京
都
庁
・
職
員　

須
田　

光
郎

（
第
四
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
九
日（
金
）午
後
四
時
か
ら

一
、
法
学
部（
四
号
館
）　

第
四
会
議
室

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者



事　

業　

報　

告

二
九
七

社
会
地
区
分
析
か
ら
み
た
東
京
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
学
研
究
科
国
際
日
本
研
究
専
攻
・

博
士
課
程
前
期
二
年 

戸
川　

和
成

比
較
法
研
究
所

英
米
法（
公
法
）研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
三
日（
火
）午
後
六
時
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
二
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

関
係
性
の
憲
法
理
論
一
概
略
と
展
開
可
能
性

白
鴎
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授　

岡
田　

順
太

（
第
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
四
月
二
日（
土
）午
後
四
時
か
ら

一
、
法
学
部（
四
号
館
）　

第
四
会
議
室

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
お
け
る
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
の
開
示

│brady

法
理
を
巡
る
議
論
を
中
心
に
│

助
教　

三
明　
　

翔

（
第
三
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
六
日（
金
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
七
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
憲
法
史姫

路
大
学
副
学
長（
特
任
教
授
）　

野
畑
健
太
郎

英
米
法（
私
法
）研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
六
日（
金
）午
後
三
時
か
ら

一
、
法
学
部（
一
〇
号
館
）　

一
〇
四
二
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

フ
ラ
ン
ス
企
業
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
理
論
と
実
践

関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
教
授　

亀
井　

克
之

（
第
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
三
月
八
日（
火
）午
後
一
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
一
〇
号
館
）　

一
〇
三
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

企
業
集
団
内
部
統
制
と
し
て
の
海
外
子
会
社
管
理

弁
護
士
・
株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行
社
外
監
査
役　

長
谷
川
俊
明



二
九
八

（
第
三
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
日（
土
）午
後
四
時
か
ら

一
、
法
学
部（
一
〇
号
館
）　

一
〇
九
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
：
最
近
の
動
向
と
今
後
の

展
望

（C
lass A

ctions in the U
nited S

tates:R
ecent D

evelopm
ents 

and F
utre P

rospects
）

K
irby M

cInerney L
L
P

（
法
律
事
務
所
）・
パ
ー
ト
ナ
ー
米
国

弁
護
士

C
hristopher S

. S
tudebaker

（
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー　

Ｓ
．
ス
チ
ュ
ー
ド
ベ
ー
カ
ー
）

（
第
四
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
一
日（
金
）午
後
五
時
か
ら

一
、
法
学
部（
一
〇
号
館
）　

一
〇
六
三
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

「
米
国
証
券
法
の
概
要
と
証
券
ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
近
年

の
動
向
」

“Introduction to U
.S
. S
ecurities L

aw
 and R

ecent T
rends 

in S
ecurities C

iass A
ctions ”

K
irby M

cInerney L
L
P

（
法
律
事
務
所
）・
パ
ー
ト
ナ
ー
米
国

弁
護
士

C
hristopher S

. S
tudebaker

（
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー　

Ｓ
．
ス
チ
ュ
ー
ド
ベ
ー
カ
ー
）

（
※
平
成
二
十
八
年
二
月
〜
平
成
二
十
九
年
一
月
末
日
現
在
）

平
成
二
十
七
年
度
学
内
学
会
・
研
究
所
合
同
研
究
会

一
、
日
時　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
一
日（
金
）午
前
十
時
三
十
分
開
会

一
、
場
所　

法
学
部
本
館
二
階
第
一
会
議
室

司
会
・
進
行　

西
原　

雄
二
・
大
岡　
　

聡

喜
多　

義
人
・
岡
山　

敬
二

野
村　

和
彦　
　
　
　
　
　

一
、
自
由
論
題

①
Ｄ
Ｎ
Ａ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
合
憲
性
に
つ
い
て 

玉
蟲　

由
樹

②
著
作
権
法
裁
判
例
に
お
け
る
「
規
範
的
主
体
論
」 

藤
田　

晶
子

③
解
除
の
契
約
改
訂
効

│ 

目
的
物
が
返
還
不
能
の
場
合
に
お
い
て
賠
償
さ
れ
る
べ
き
価
値

を
め
ぐ
っ
て
│ 

野
中　

貴
弘

④
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
『
エ
セ
ー
』
に
お
け
る
、
政
治
の
理
論
と
実
践

志
々
見　

剛

二
、
日
本
大
学
法
学
部
学
術
賞
授
賞
式



事　

業　

報　

告

二
九
九

①
選
考
経
過
報
告
・
授
与
式

②
受
賞
者
講
演　

討
議
民
主
主
義
の
憲
法
理
論
と
民
主
的
討
議
の
社

会
実
践 

柳
瀬　
　

昇

三
、
退
任
記
念
講
演

①
振
り
返
え
れ
ば
情
報
社
会　
　
　

 

│
情
報
を
生
か
す
戦
略
的
視
点
と
メ
デ
ィ
ア
史
の
重
要
性
│

伊
藤　

英
一

②
日
本
の
結
婚

│
日
本
に
お
け
る
結
婚
の
固
有
の
形
態
│ 

小
林　

忠
正

③
通
商
問
題
と
法 

野
木
村
忠
邦

平
成
二
十
七
年
度
・
二
十
八
年
度
定
期
無
料
法
律

相
談
会

平
成
二
十
七
年
度
・
二
十
八
年
度
定
期
無
料
法
律
相
談
会
は
、
校
友
弁

護
士
の
協
力
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
定

期
無
料
法
律
相
談
会
の
趣
旨
で
あ
る
地
域
社
会
と
の
交
流
を
図
り
、
学
生

達
の
法
学
の
実
践
教
育
を
行
う
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
、
日
時

【
平
成
二
十
七
年
度
】

（
第
六
回
）平
成
二
十
八
年
二
月
十
三
日（
土
）

【
平
成
二
十
八
年
度
】

（
第
一
回
）平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
五
日（
土
）

（
第
二
回
）平
成
二
十
八
年
七
月
十
六
日（
土
）

（
第
三
回
）平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
四
日（
土
）

（
第
四
回
）平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
日（
土
）

※
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
後
一
時
〜
午
後
三
時

二
、
場
所　

法
学
部
三
号
館
及
び
五
号
館

三
、
参
加
者（
敬
称
略
）

（
専
任
教
員
）

内
山　

忠
明
・
清
水　

恵
介
・
関　
　

正
晴
・
野
中　

貴
弘

藤
村　

和
夫

（
校
友
弁
護
士
）

今
井　

勇
太
・
大
森　

浩
司
・
大
谷
部
雅
典
・
神
頭　

正
光

和
田　

光
史

（
補
助
学
生
）

参
加
教
員
担
当
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
学
生
等　

各
回
四
名

四
、
相
談
件
数
・
内
容

①
件
数 

三
十
九
件

②
内
容

扶
養
、
相
続
関
係（
遺
言
・
遺
産
分
割
） 

六
件

貸
金
、
そ
の
ほ
か
の
債
権
回
収 

二
件



三
〇
〇

借
地
借
家 

六
件

不
法
行
為（
名
誉
毀
損
・
器
物
損
壊
な
ど
） 

二
件

近
隣
問
題（
道
路
・
境
界
な
ど
） 

十
件

労
働
関
係（
従
業
員
の
ト
ラ
ブ
ル
・
解
雇
な
ど
） 

二
件

家
族
関
係（
離
婚
・
Ｄ
Ｖ
な
ど
） 

三
件

売
買
そ
の
ほ
か
の
契
約
関
係 

三
件

そ
の
他 

三
件

（
※
平
成
二
十
八
年
二
月
〜
平
成
二
十
九
年
一
月
末
日
現
在
）

平
成
二
十
八
年
度
巡
回
無
料
法
律
相
談
会

平
成
二
十
八
年
度
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
は
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
栃

木
県
青
年
会
館
コ
ン
セ
ー
レ
に
お
い
て
、
県
・
市
当
局
並
び
に
地
元
校
友

会
・
校
友
弁
護
士
等
の
協
力
を
得
て
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
日

（
日
）に
開
催
さ
れ
た
。
前
日
に
開
催
し
た
打
合
せ
会
に
は
、
大
塚
𠮷
兵
衛

学
長
を
は
じ
め
、
佐
野
日
本
大
学
の
関
係
者
も
参
加
さ
れ
、
現
地
弁
護
士

等
と
の
懇
親
を
深
め
た
。

開
催
の
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
の
趣

旨
で
あ
る
地
域
社
会
と
の
交
流
を
図
り
、
学
生
達
の
法
学
の
実
践
教
育
を

行
う
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
、
日
時　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
日（
日
）

午
前
十
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

二
、
場
所　

栃
木
県
宇
都
宮
市　

栃
木
県
青
年
会
館
コ
ン
セ
ー
レ

三
、
参
加
者（
敬
称
略
）

（
専
任
教
職
員
）

関　
　

正
晴
・
岡
島　

芳
伸
・
清
水　

恵
介
・
野
中　

貴
弘

塚
本　

俊
久
・
芳
賀　
　

豊
・
戸
塚　

浩
行
・
守
塚　

隆
司

髙
倉　

久
弥

（
現
地
弁
護
士
）

佐
藤　
　

勝
・
青
井　

芳
夫
・
立
石　

有
作

（
校
友
弁
護
士
）

神
頭　

正
光
・
大
川　

康
徳
・
大
森　

浩
司
・
坂
井　
　

愛

鶴
岡　

拓
真

（
補
助
学
生
）

参
加
教
員
担
当
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
学
生
等
十
六
名

四
、
相
談
件
数
・
内
容

①
件
数 

二
十
八
件

②
内
容

借
金
、
保
証
そ
の
ほ
か
の
金
銭
債
務（
含
む
破
産
） 

四
件

借
地
借
家 

二
件

近
隣
問
題（
道
路
・
境
界
・
騒
音
な
ど
） 

三
件

家
族
関
係（
離
婚
・
Ｄ
Ｖ
な
ど
） 

五
件



事　

業　

報　
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三
〇
一

扶
養
、
相
続
関
係（
遺
言
・
遺
産
分
割
） 

七
件

そ
の
他（
契
約
関
係
・
不
法
行
為
・
行
政
事
件
な
ど
） 

七
件

平
成
二
十
八
年
度
行
政
な
ん
で
も
相
談

平
成
二
十
八
年
度
行
政
な
ん
で
も
相
談
は
、
法
桜
祭
期
間
に
合
わ
せ
て

開
催
さ
れ
た
。
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
専
門
の
相
談
員
に
よ
る

行
政
相
談
に
本
学
部
の
学
生
を
陪
席
さ
せ
、
行
政
相
談
を
通
じ
て
日
本
の

現
代
行
政
を
理
解
す
る
機
会
を
提
供
し
、
そ
こ
に
あ
る
問
題
点
及
び
そ
の

解
決
方
法
を
実
感
さ
せ
る
た
め
に
実
施
し
た
。

一
、
日
時　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
三
日（
木
）〜
十
一
月
五
日（
土
）

※
時
間
は
、
午
前
十
時
〜
午
後
三
時

（
但
し
、
五
日
は
午
前
の
み
・
午
後
は
相
談
委
員
と
の
懇
親

会
）

二
、
場
所　

法
学
部
十
号
館
二
階　

学
生
ホ
ー
ル　

三
、
主
催　

日
本
大
学
法
学
部
政
経
研
究
所

四
、
後
援　

東
京
行
政
相
談
委
員
協
議
会

五
、
協
力　

総
務
省
東
京
行
政
評
価
事
務
所

六
、
相
談
員

東
京
行
政
相
談
委
員
協
議
会
行
政
相
談
委
員

総
務
省
東
京
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
官

七
、
補
助
学
生　

 

行
政
科
研
究
室
所
属
学
生
及
び
公
募
に
て
募
集
の
法
学

部
生

八
、
相
談
項
目

・
行
政
制
度
に
つ
い
て

・
道
路
の
整
備
等
に
つ
い
て

・
駐
車
・
駐
輪
等
に
つ
い
て　
　
　

等
々

九
、
相
談
件
数　

三
十
五
件

平
成
二
十
八
年
度
法
律
討
論
会

第
三
十
九
回
法
律
討
論
会
は
、
日
本
大
学
法
学
会
と
日
本
大
学
法
曹
会

に
よ
る
共
同
開
催
、
並
び
に
日
本
大
学
法
学
部
校
友
会
と
日
本
大
学
法
学

部
法
学
研
究
所
の
後
援
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
九
日（
土
）

十
二
時
三
十
分
か
ら
法
学
部
十
号
館
一
階
一
〇
一
一
講
堂
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

（
出
題
者
）

前
田　

雅
英
教
授

（
審
査
員
）

小
西　

威
夫
検
察
官
・
伊
藤　

康
博
裁
判
官

大
塚　

康
貴
弁
護
士

（
進
行
・
時
計
）



三
〇
二

田
口　

晃
子
弁
護
士
・
溝
口　
　

懸
弁
護
士

◆
問
題（
刑
法
）

甲
の
罪
責
に
つ
い
て
検
討
し
な
さ
い（
特
別
法
に
つ
い
て
は
触
れ
な
く

て
よ
い
）。

1　

甲
は
暴
力
団
に
所
属
し
た
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
元
指
定
暴
力
団
Ｉ

会
の
組
員
で
あ
る
Ｒ
や
Ｗ
な
ど
複
数
の
暴
力
団
員
と
交
友
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
甲
の
弟
で
あ
る
乙
は
Ｊ
一
家
に
所
属
す
る
暴
力
団
員
で
あ
る
。

Ｖ
、
Ｙ
、
Ｗ
、
Ｓ
及
び
Ｕ
は
、
指
定
暴
力
団
Ａ
一
家
の
組
員
で
あ
り
、

Ｓ
は
Ｈ
付
近
の
地
域
を
取
り
仕
切
る
Ｔ
組
の
組
長
で
あ
る
。
Ｈ
付
近
の

暴
力
団
員
の
間
で
は
「
Ｈ
」
と
言
え
ば
Ａ
一
家
を
指
す
と
理
解
さ
れ
て

い
た
。

甲
及
び
乙
と
Ｖ
及
び
Ｙ
は
、
本
件
に
至
る
ま
で
直
接
の
面
識
は
な

か
っ
た
。

2　

甲
は
身
長
一
六
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
体
重
五
六
．
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

乙
は
身
長
一
六
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
体
重
四
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
Ｖ
は

身
長
一
七
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
体
重
九
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
Ｙ
は
身
長

一
六
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
体
重
八
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

3　

甲
は
、
平
成
二
六
年
一
月
二
日
の
昼
頃
か
ら
乙
及
び
Ｒ
と
甲
方
で
酒

を
飲
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
Ｒ
が
午
後
二
時
頃
に
、
乙
が
午
後
五
時
過
ぎ

頃
に
そ
れ
ぞ
れ
甲
方
か
ら
帰
宅
し
た
。

一
人
に
な
っ
た
甲
は
、
Ｗ
に
対
し
て
約
六
〇
万
円
を
貸
し
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
、
貸
し
て
い
た
金
を
返
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
、
Ｗ

と
連
絡
を
と
る
た
め
に
、
同
日
午
後
八
時
四
八
分
、
Ａ
一
家
の
本
部
事

務
所
に
電
話
を
か
け
た
。
同
事
務
所
で
は
、
一
月
二
日
か
ら
一
月
三
日

に
か
け
て
の
夜
に
か
か
っ
て
く
る
電
話
は
総
長
秘
書
を
し
て
い
る
Ｕ
の

携
帯
電
話
に
転
送
さ
れ
る
よ
う
設
定
さ
れ
て
お
り
、
上
記
甲
か
ら
の
電

話
も
Ｕ
の
携
帯
電
話
に
転
送
さ
れ
た
。

甲
は
、
同
電
話
に
お
い
て
、「
甲
で
す
け
ど
。
Ｗ
と
連
絡
が
取
れ
な

い
ん
で
、
連
絡
と
れ
ま
す
か
。」
と
述
べ
た
と
こ
ろ
、
Ｕ
は
「
じ
ゃ
あ
、

Ｗ
に
伝
え
ま
す
。」
と
言
っ
て
電
話
を
切
っ
た
。

4　

Ａ
一
家
に
所
属
す
る
暴
力
団
員
で
あ
る
Ｖ
及
び
Ｙ
は
、
甲
が
正
月

早
々
に
本
部
事
務
所
に
電
話
を
か
け
て
き
た
こ
と
を
聞
い
て
腹
を
立
て
、

同
日
午
後
九
時
一
二
分
頃
、
甲
と
の
電
話
で
怒
鳴
っ
た
と
こ
ろ
、
甲
は
、

Ｖ
及
び
Ｙ
に
対
し
、
Ａ
一
家
を
軽
ん
ず
る
よ
う
な
激
し
い
発
言
や
、

「
今
か
ら
来
い
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
し
た
。

こ
れ
に
憤
激
し
た
Ｖ
及
び
Ｙ
は
、
Ｗ
を
呼
び
出
し
て
甲
方
ま
で
案
内

さ
せ
、
同
日
午
後
九
時
三
〇
分
頃
、
Ｍ
市
Ｆ
Ｇ
番
地
所
在
の
甲
方
敷
地

内
に
普
通
乗
用
自
動
車
で
乗
り
入
れ
た
。

一
方
、
甲
は
、
同
日
午
後
九
時
一
四
分
頃
、
甲
の
弟
で
暴
力
団
員
で

あ
る
乙
に
対
し
、
Ａ
一
家
の
者
と
電
話
で
言
い
合
い
に
な
り
、
来
る
か

も
し
れ
な
い
旨
を
伝
え
、
乙
が
甲
方
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。

5　

Ｖ
、
Ｙ
及
び
Ｗ
は
、
甲
方
敷
地
内
の
玄
関
前
に
勝
手
口
方
向
を
向
け
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て
車
を
停
め
た
と
こ
ろ
、
勝
手
口
前
の
植
え
込
み
の
南
端
付
近
に
、
乙

が
Ｖ
使
用
車
両
の
方
を
見
て
立
っ
て
い
た
。
Ｖ
は
車
を
降
り
て
乙
に
近

寄
り
、「
Ａ
一
家
の
者
だ
。
て
め
ー
か
、
Ａ
組
を
馬
鹿
に
し
た
の
は
。」

と
言
い
、
こ
れ
に
対
し
乙
は
「
甲
の
弟
で
Ｊ
一
家
の
乙
だ
。」
と
の
み

返
事
を
し
た
。
そ
の
後
、
Ｖ
が
先
に
乙
を
つ
か
み
、
こ
れ
に
対
し
て
乙

も
Ｖ
の
服
を
つ
か
み
返
し
た
。

Ｖ
は
、
乙
の
頭
部
及
び
顔
面
を
五
回
前
後
殴
り
、
乙
の
襟
首
を
つ
か

ん
だ
ま
ま
勝
手
口
前
の
棚
付
近
ま
で
同
人
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
移
動
し
、
再

び
同
人
の
顔
面
及
び
頭
部
を
五
回
前
後
殴
っ
た
上
、
同
人
の
腰
や
太
も

も
付
近
を
五
回
前
後
蹴
っ
た
。

6　

Ｖ
に
蹴
ら
れ
た
乙
は
崩
れ
落
ち
、
尻
あ
が
り
の
四
つ
ん
ば
い
の
よ
う

な
姿
勢
に
な
っ
た
。
Ｖ
は
、
乙
の
襟
首
を
も
っ
て
二
回
程
ゆ
さ
ぶ
っ
た

後
、
踏
み
つ
け
る
よ
う
に
同
人
の
背
中
付
近
を
蹴
っ
て
い
た
。
こ
の
と

き
乙
は
、
手
で
頭
を
抱
え
て
い
た
。
そ
の
後
、
乙
は
足
を
伸
ば
し
て
う

つ
ぶ
せ
に
な
り
、
Ｖ
は
乙
の
背
中
に
右
足
を
乗
せ
、
左
手
で
乙
の
頭
を

押
さ
え
た
。
乙
は
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
す
み
ま
せ
ん
。」
と
繰
り
返
し

謝
っ
た
。
Ｖ
は
、
乙
が
う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
て
か
ら
は
殴
る
蹴
る
の
暴
行

は
止
め
、
乙
を
抑
え
つ
け
た
ま
ま
「
こ
の
や
ろ
う
、
連
れ
て
い
く
。」

と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
言
っ
て
い
た
。

7　

Ｙ
及
び
Ｗ
は
、
Ｖ
が
車
か
ら
降
車
し
て
し
ば
ら
く
し
た
後
、
Ｖ
車
か

ら
降
り
、
甲
方
勝
手
口
に
向
か
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
甲
が
勝
手
口
付

近
で
「
何
だ
て
め
え
。」「
て
め
え
ら
何
だ
。」
と
い
い
な
が
ら
迫
っ
て

き
た
。

そ
こ
で
、
Ｙ
が
先
に
甲
を
つ
か
み
、
甲
も
Ｙ
の
胸
ぐ
ら
を
つ
か
み
か

え
し
た
。
Ｙ
は
、
甲
の
頭
部
及
び
顔
面
を
五
回
殴
り
、
甲
を
ひ
っ
ぱ
っ

て
勝
手
口
か
ら
出
し
、
甲
の
足
を
五
回
程
度
蹴
り
、
植
え
込
み
の
方
に

移
動
し
、
甲
に
足
を
掛
け
て
同
人
を
横
向
き
に
倒
し
、
さ
ら
に
同
人
を

蹴
っ
て
う
つ
ぶ
せ
に
さ
せ
た
。
Ｙ
は
、
う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
て
い
る
甲
の

背
中
や
腰
、
頭
部
な
ど
を
足
で
踏
み
つ
け
る
よ
う
に
五
回
前
後
蹴
っ
た

後
、
甲
の
背
中
を
手
で
押
さ
え
つ
け
た
。

8　

Ｙ
は
、
Ｖ
と
乙
の
会
話
を
聞
い
て
、
電
話
を
す
る
た
め
Ｖ
使
用
車
両

に
向
か
っ
た
。
Ｙ
は
Ｗ
に
「
押
さ
え
て
お
け
。」
と
命
じ
、
Ｗ
が
Ｙ
に

代
わ
っ
て
甲
の
背
や
腰
付
近
を
両
手
で
押
さ
え
た
。

甲
は
う
つ
ぶ
せ
の
ま
ま
、
ほ
ふ
く
前
進
で
勝
手
口
に
向
か
っ
た
。
Ｗ

は
、
甲
が
家
の
中
に
逃
げ
る
の
だ
と
思
い
、
甲
が
勝
手
口
の
た
た
き
に

入
る
と
き
に
は
手
を
離
し
た
。

甲
は
勝
手
口
の
た
た
き
で
ほ
ふ
く
前
進
を
止
め
、
左
手
を
伸
ば
し
て

右
方
の
台
所
の
テ
ー
ブ
ル
下
に
、
甲
が
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
お
い
た
、

シ
ー
ス
ナ
イ
フ（
刃
体
の
長
さ
は
約
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刃
体
の

幅
は
最
大
約
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
刃
体
上
面
部
分
に
ス

ウ
ェ
ッ
ジ
と
呼
ば
れ
る
物
を
突
き
刺
し
や
す
く
す
る
た
め
に
加
工
さ
れ

た
鋭
利
な
部
位
が
あ
る
も
の
。）を
持
ち
出
し
、
そ
れ
を
つ
か
ん
で
取
り
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出
し
、
立
ち
上
が
っ
た
。

9　

甲
は
、
同
日
午
後
九
時
三
五
分
頃
、
Ｙ
を
探
す
そ
ぶ
り
や
Ｗ
に
目
を

向
け
る
こ
と
な
く
、
乙
の
背
中
付
近
に
右
足
を
の
せ
て
立
っ
て
い
た
Ｖ

の
方
に
向
か
っ
た
。
甲
は
、
Ｖ
の
右
後
方
に
立
ち
、
刃
が
地
面
と
水
平

に
な
る
よ
う
に
し
て
本
件
シ
ー
ス
ナ
イ
フ
を
右
手
で
持
ち
、
左
掌
を
柄

じ
り
に
そ
え
、
自
分
の
腹
で
押
し
出
す
よ
う
に
し
て
Ｖ
の
右
脇
腹
を
刺

し
た
。

10　

Ｖ
は
、
同
日
午
後
一
一
時
三
二
分
頃
、
同
市
内
の
Ｐ
病
院
に
お
い
て
、

同
人
を
腹
部
刺
創
に
よ
る
出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
死
亡
し
た
。

討
論
会
は
三
人
一
組
で
十
組
が
出
場
し
、
各
チ
ー
ム
一
人
の
立
論
者
が

十
分
以
内
の
論
旨
を
発
表
し
、
他
の
二
人
が
他
の
出
場
チ
ー
ム
や
傍
聴
者

の
質
疑
に
対
し
て
五
分
間
で
応
答
す
る
方
法
で
行
わ
れ
た
。

討
論
に
先
だ
ち
、
日
本
大
学
法
学
会
会
長
の
代
わ
り
に
、
日
本
大
学
法

学
部
法
学
研
究
所
所
長
・
日
本
大
学
法
学
部
司
法
科
研
究
室
運
営
委
員
長

で
あ
る
関
正
晴
教
授
並
び
に
日
本
大
学
法
曹
会
会
長
鈴
木
三
郎
弁
護
士
の

挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
進
行
の
田
口
晃
子
弁
護
士
か
ら
発
表
の
手
順
と
審

査
基
準（
論
旨
内
容
六
十
点
、
発
表
態
度
十
点
、
質
疑
応
答
内
容
・
態
度

三
十
点
）等
の
説
明
が
な
さ
れ
た
あ
と
討
論
会
が
開
始
さ
れ
た
。

討
論
終
了
後
、
審
査
員
を
代
表
し
て
大
塚
康
貴
弁
護
士
か
ら
審
査
結
果

が
発
表
さ
れ
た
の
に
続
き
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
法
曹
会
、
法
学
部
校
友
会

か
ら
優
勝
チ
ー
ム
に
法
曹
杯
・
法
学
部
校
友
会
杯
、
法
曹
会
か
ら
優
勝
、

準
優
勝
、
第
三
位
の
各
チ
ー
ム
に
盾
、
並
び
に
法
学
部
校
友
会
か
ら
副
賞

と
し
て
図
書
カ
ー
ド
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
法
学
部
校
友
会
か
ら
出
場

者
全
員
に
メ
ダ
ル
及
び
図
書
カ
ー
ド
、
優
秀
質
問
者
に
は
法
学
部
校
友
会

か
ら
図
書
カ
ー
ド
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
来
場
者
全
員
に
法

学
部
並
び
に
法
学
部
校
友
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

な
お
、
法
律
討
論
会
終
了
後
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト

に
お
い
て
出
場
者
・
関
係
者
全
員
に
よ
る
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

成
績
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。（
括
弧
内
は
学
科
・
学
年
）

優　

勝（
第
七
組
）

大
沼　

光
貴（
法
律
三
年
）・
田
島　

聖
也（
法
律
三
年
）

霧
生　

圭
代（
法
律
三
年
）

準
優
勝（
第
二
組
）

小
畠　

恭
世（
法
律
四
年
）・
田
村　

鈴
華（
法
律
三
年
）

三
科　

和
成（
法
律
三
年
）

第
三
位（
第
九
組
）

今
井　

綾
香（
法
律
二
年
）・
髙
橋　

慶
悟（
法
律
二
年
）

高
橋　
　

毅（
法
律
二
年
）

参
加
賞（
順
不
同
）

柴
田　

美
香（
法
律
三
年
）・
佐
藤
み
ん
と（
法
律
三
年
）

小
林　

理
乃（
法
律
三
年
）・
小
畠　

恭
世（
法
律
四
年
）
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田
村　

鈴
華（
法
律
三
年
）・
三
科　

和
成（
法
律
三
年
）

山
中　

康
代（
法
律
四
年
）・
植
山
美
和
子（
公
共
政
策
四
年
）

瀬
田　

大
悟（
法
律
四
年
）・
池
上　
　

遼（
法
律
四
年
）

中
西　

明
樹（
法
律
四
年
）・
岩
本　

英
敏（
二
部
法
律
四
年
）

田
中　

祐
介（
法
律
四
年
）・
小
沢　

静
香（
法
律
四
年
）

松
永　

延
征（
法
律
四
年
）・
平
山　

裕
貴（
法
律
三
年
）

村
上　

茉
穂（
法
律
三
年
）・
工
藤
ひ
か
る（
法
律
三
年
）

大
沼　

光
貴（
法
律
三
年
）・
田
島　

聖
也（
法
律
三
年
）

霧
生　

圭
代（
法
律
三
年
）・
濱
田　
　

潤（
通
信
法
律
四
年
）

三
浦　
　

恵（
通
信
法
律
四
年
）・
加
藤　

天
宇（
通
信
法
律
四
年
）

今
井　

綾
香（
法
律
二
年
）・
髙
橋　

慶
悟（
法
律
二
年
）

高
橋　
　

毅（
法
律
二
年
）・
飯
田
龍
之
介（
法
律
三
年
）

森　
　

隆
行（
法
律
三
年
）・
舩
戸　

一
成（
法
律
三
年
）

優
秀
質
問
賞（
五
十
音
順
）

大
沼　

光
貴（
法
律
三
年
）・
工
藤
ひ
か
る（
法
律
三
年
）

森
田　
　

遥（
公
共
政
策
四
年
）・
青
木
悠
一
郎（
法
律
三
年
）

中
村　

知
之（
法
律
三
年
）

平
成
二
十
八
年
度
国
家
試
験
合
格
者

◆
司
法
試
験
予
備
試
験　

一
名

　

佐
藤　
　

久（
昭
和
六
〇
・
法
律
学
科
卒
業
）

◆
司
法
書
士
試
験　

三
名

　

姜　
　

允
淳（
平
成
二
十
六
・
法
律
学
科
卒
業
）

　

柏
崎
美
紀
子（
平
成
二
十
六
・
通
信
教
育
部
法
律
学
科
卒
業
）

　

野
村　
　

碧（
平
成
二
十
・
法
律
学
科
卒
業
）　

◆
弁
理
士
試
験　

一
名

　

村
野　

直
仁（
平
成
二
十
三
・
法
律
学
科
卒
業
）

◆
公
認
会
計
士
試
験　

三
名

　

小
島　

祥
人（
平
成
二
十
七
・
公
共
政
策
学
科
卒
業
）

　

草
苅　

雄
大（
平
成
二
十
六
・
経
営
法
学
科
卒
業
）

　

久
野　

正
幸（
平
成
十
八
・
法
律
学
科
卒
業
）
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